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１ ２ 月 の 気 象 概 況  
冬型の気圧配置や高気圧に覆われ晴れの日が多かったが、冬型の気圧配置が長続きせず、低気圧や前線、気圧の谷の影響で天気は短い

周期で変わった。１０日は非常に激しい雨が降り、古江、日向、都農、青島で日降水量が 200ｍｍを超える大雨となった。２３日には、

えびので日降水量が 100ｍｍを超える大雨となった。また、多数の観測点で日最大１時間降水量、日降水量、月降水量、月平均気温、日

最大風速、日最大瞬間風速等の１２月の１位を更新した（４～５頁の１２月の極値更新表参照）。 

県内各地の月平均気温は、平年差+1.3℃～+2.3℃で日向では平年より高く、他の全ての観測点で平年よりかなり高かった。月間降水量

は、124.5ｍｍ～393.0ｍｍ（平年比 173％～560％）で鞍岡では平年より多く、他の全ての観測点では平年よりかなり多かった。月間日照

時間は、平年比 83%～109%で平年並か平年より少なく、加久藤では平年より多かった。 

 

【上旬】冬型の気圧配置や高気圧に覆われて晴れの日と、低気圧や前線、気圧の谷などの影響により曇りや雨の日が短い周期で変化した。

１０日は、前線を伴った低気圧の影響で非常に激しい雨となり日降水量が 200ｍｍを超える大雨となったところがあった。また、多数の

観測点で日最大１時間降水量、日降水量、日最大風速、日最大瞬間風速が１２月の１位を更新したところがあった（４～５頁の１２月の

極値更新表参照）。 

 生物季節観測では、イロハカエデの紅葉を平年と同じ５日に、ツバキの開花を平年より４９日早い８日に観測した。 

県内各地の旬平均気温は、平年差+1.0℃～+2.2℃で全ての観測点で平年より高かった。旬降水量は、108.5ｍｍ～302.5ｍｍ（平年比 353％

～1129％）で全ての観測点で平年よりかなり多かった。旬日照時間は、平年比 58％～97％で平年より少なく、神門、西米良、都城、油津

では平年よりかなり少なく、西都では平年並であった。 

宮崎市の旬平均気温は平年より高く、旬降水量は平年よりかなり多く、旬日照時間は平年より少なかった。 

日々の天気概況 宮崎市の昼間の天気 

１日    高気圧に覆われた。 晴 

２日   低気圧や前線の影響を受けた。    雨時々曇一時晴 

３日   冬型の気圧配置となった。 晴後一時曇 

４日  冬型の気圧配置となった。 晴 

５日   はじめ高気圧に覆われたが、次第に気圧の谷の影響を受けた。 晴後曇 

６日   気圧の谷や湿った空気の影響を受けた。 雨 

７日   はじめ気圧の谷の影響を受けたが、次第に高気圧に覆われた。 晴一時曇 

８日   高気圧に覆われた。 晴 

９日   はじめ高気圧に覆われたが、次第に気圧の谷の影響を受けた。 晴時々曇一時雨 

１０日  前線を伴った低気圧の影響を受けた。 大雨 
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【中旬】冬型の気圧配置や高気圧に覆われて平野部を中心に晴れの日が多かったが、期間の中頃までは気圧の谷の影響で曇りとなった日

があった。１１日は気圧の谷の影響で山沿いでは昼過ぎまで雨となったところがあり、１４日夜遅くから１５日昼前にかけては、気圧の

谷や湿った空気の影響で山沿いを中心に雨となったところがあった。１８日には高気圧に覆われ放射冷却により気温が下がり、全ての観

測点で今期一番の最低気温を観測した。 

初霜を平年より２１日遅く、昨年より１５日遅く、初氷を平年より１５日遅く、昨年より１５日遅く、それぞれ１８日に観測した。 

生物季節観測では、１１日にイチョウの落葉を平年より１日早く、イロハカエデの落葉を平年より９日早く観測した。 

  県内各地の旬平均気温は、平年差+1.3℃～+2.4℃で平年より高く、西米良、高鍋では平年よりかなり高かった。旬降水量は、0.0ｍｍ

～30.5ｍｍ（平年比 0％～96％）で平年並か平年より少なく、油津では平年よりかなり少なかった。旬日照時間は、平年比 88％～117％

で平年並か平年より多く、都城では、平年より少なかった。  

宮崎市の旬平均気温は平年より高く、旬降水量は平年並、旬日照時間は平年並だった。 

日々の天気概況 宮崎市の昼間の天気 

１１日 はじめ気圧の谷の影響を受けたが、次第に高気圧に覆われた。 晴 

１２日 気圧の谷の影響を受けた。 曇 

１３日 はじめ気圧の谷の影響を受けたが、次第に高気圧に覆われた。 晴時々曇 

１４日 気圧の谷や湿った空気の影響を受けた。 曇時々晴 

１５日 はじめ気圧の谷の影響を受けたが、次第に高気圧に覆われた。 曇後時々晴 

１６日 冬型の気圧配置となった。 晴 

１７日  冬型の気圧配置となった。 晴 

１８日  高気圧に覆われた。 快晴 

１９日  高気圧に覆われた。 晴 

２０日  はじめ高気圧に覆われたが、次第に気圧の谷の影響を受けた。   晴後曇 

 
【下旬】期間のはじめは、低気圧や前線の通過、気圧の谷の影響で曇りや雨となり、２３日は、えびので日降水量が 100ｍｍを超える大

雨となった。期間の中頃からは高気圧に覆われ晴れの日が多くなった。また、期間の終わりに一時的に寒気の影響を受けたものの期間を

通して気温の高い日が多かった。 

県内各地の旬平均気温は平年差+1.5℃～+2.7℃で、平年より高いか平年よりかなり高かった。旬降水量は 8.5ｍｍ～125.5ｍｍ（平年比

52％～398％）で平年並か平年より多く、加久藤、えびのでは平年よりかなり多かった。旬日照時間は平年比 82％～120％で平年並か平年

より少なく、加久藤では平年より多かった。 

宮崎市の旬平均気温は平年より高く、旬降水量は平年より多く、旬日照時間は平年より少なかった。 

日々の天気概況 宮崎市の昼間の天気 

２１日 はじめ気圧の谷の影響を受けたが、次第に高気圧に覆われた。 晴時々曇一時雨 
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２２日 気圧の谷や湿った空気の影響を受けた。 曇時々晴 

２３日 低気圧や前線の影響を受けた。 雨一時曇 

２４日 気圧の谷の影響を受けた。 曇時々晴 

２５日 高気圧に覆われた。 晴 

２６日 高気圧に覆われた。 晴 

２７日 気圧の谷の影響を受けた。 曇 

２８日 高気圧に覆われた。 快晴 

２９日 高気圧に覆われた。 晴後一時薄曇 

３０日 はじめ気圧の谷の影響を受けたが、次第に高気圧に覆われた。 曇時々晴 

３１日 高気圧に覆われた。 晴一時薄曇 

 

１２月の宮崎市の気象 

  

平均気温 降水量 日照時間 

観測値

（℃）

平年値 

（℃） 

平年差

（℃）
階級区分 

観測値

(mm) 

平年値

(mm) 

平年比 

（％） 
階級区分 

観測値

（h） 

平年値

（h） 

平年比 

（％） 
階級区分 

上旬 12.0 10.7 +1.3 高い 185.0 27.7 668 かなり多い 50.0 62.0  81 少ない 

中旬 11.2  9.3 +1.9 高い 4.0 18.9 21 平年並 60.5 59.2 102 平年並 

下旬 11.1  8.8 +2.3 高い 18.0 13.3 135 多い 58.1 69.2 84 少ない 

月 11.4  9.6 +1.8 かなり高い 207.0 60.0 345 かなり多い 168.6 189.6 89 少ない 

 

１２月の生物季節観測（宮崎） 

種  目 現 象 観 測 日 平 年 差 昨 年 差 

イロハカエデ 紅 葉 12 月  5 日  同じ 2 日遅い 

ツバキ 開 花 12 月 8 日 49 日早い 32 日早い 

イチョウ 落 葉 12 月 11 日  1 日早い 10 日遅い 

イロハカエデ 落 葉 12 月 11 日  9 日早い 6 日早い 
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１２月の極値更新表  単位（気温℃、降水量 mm、風速 m/s、日照時間 h） 

要素名 地点名 更新した値 起日 これまでの極値 起日 統計開始年 

日最大 1 時間降水量 延 岡 35.0ｍｍ 12 月 10 日 24.5ｍｍ  2004 年 12 月  4 日 1961 年 

日最大 1 時間降水量 高千穂 14.5ｍｍ 12 月 10 日 14ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1976 年 

日最大 1 時間降水量 古 江 34.0ｍｍ 12 月 10 日 30ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1977 年 

日最大 1 時間降水量 諸 塚 25.0ｍｍ 12 月 10 日 21ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1979 年 

日最大 1 時間降水量 北 方 23.0ｍｍ 12 月 10 日 19.0ｍｍ 2010 年 12 月 2 日 1987 年 

日最大 1 時間降水量 日 向 66.0ｍｍ 12 月 10 日 28ｍｍ 1992 年 12 月 6 日 1976 年 

日最大 1 時間降水量 神 門 25.0ｍｍ 12 月 10 日 22ｍｍ 2004 年 12 月  4 日 1979 年 

日最大 1 時間降水量 西米良 29.5ｍｍ 12 月 10 日 28ｍｍ 2004 年 12 月  4 日 1979 年 

日最大 1 時間降水量 加久藤 41.5ｍｍ 12 月 10 日 37ｍｍ 2004 年 12 月  4 日 1976 年 

日最大 1 時間降水量 西 都 28.0ｍｍ 12 月 10 日 25ｍｍ 1984 年 12 月 10 日 1976 年 

日最大 1 時間降水量 えびの 47.0ｍｍ 12 月 10 日 46ｍｍ 2004 年 12 月  4 日 1976 年 

日最大 1 時間降水量 小 林 47.0ｍｍ 12 月 10 日 19.5ｍｍ 2012 年 12 月 15 日 2000 年 

日最大 1 時間降水量 野 尻 50.5ｍｍ 12 月 10 日 24ｍｍ 2004 年 12 月  4 日 1977 年 

日最大 1 時間降水量  国 富 34.0ｍｍ 12 月 10 日 31ｍｍ 1984 年 12 月 10 日 1976 年 

日最大 1 時間降水量 青 島 40.0ｍｍ 12 月 10 日 38ｍｍ 1992 年 12 月  6 日 1976 年 

日最大 1 時間降水量 赤 江 35.5ｍｍ 12 月 10 日 24ｍｍ 2004 年 12 月  4 日 2003 年 

日降水量 延 岡 180.5ｍｍ 12 月 10 日 120.0ｍｍ 1992 年 12 月  6 日 1961 年 

日降水量 高千穂 83.5ｍｍ 12 月 10 日 83ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1976 年 

日降水量 古 江 206.5ｍｍ 12 月 10 日 122ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1977 年 

日降水量 諸 塚 122.0ｍｍ 12 月 10 日  113ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1979 年 

日降水量 北 方 130.5ｍｍ 12 月 10 日 103ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1987 年 

日降水量 日 向 248.0ｍｍ 12 月 10 日 137ｍｍ 1992 年 12 月 6 日 1976 年 

日降水量 神 門 143.5ｍｍ 12 月 10 日 123ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1979 年 

日降水量 西米良 126.5ｍｍ 12 月 10 日 123ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1979 年 

日降水量 高 鍋 155.5ｍｍ 12 月 10 日 99ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1976 年 

日降水量 加久藤 127.5ｍｍ 12 月 10 日 111ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1976 年 

日降水量 西 都 117.5ｍｍ 12 月 10 日 99ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1976 年 

日降水量 小 林 172.0ｍｍ 12 月 10 日 126ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 2000 年 

日降水量 野 尻 133.5ｍｍ 12 月 10 日 130ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1977 年 
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日降水量 国 富 108.0ｍｍ 12 月 10 日 102ｍｍ 1984 年 12 月 10 日 1976 年 

日降水量 青 島 202.5ｍｍ 12 月 10 日 135ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 1976 年 

日降水量 赤 江 151.5ｍｍ 12 月 10 日 125ｍｍ 2004 年 12 月 4 日 2003 年 

月最大 24 時間降水量 延 岡 183.5ｍｍ 12 月 10 日 133.5ｍｍ 1992 年 12 月 6 日 1971 年 

月降水量の多い方から 延 岡 244.5ｍｍ 12 月 160.5ｍｍ 2002 年 12 月 1961 年 

月降水量の多い方から 古 江 256.5ｍｍ 12 月 168.0ｍｍ 2004 年 12 月 1977 年 

月降水量の多い方から 北 方 181.5ｍｍ 12 月 153ｍｍ 2002 年 12 月 1987 年 

月降水量の多い方から 日 向 321.0ｍｍ 12 月 199ｍｍ 1984 年 12 月 1976 年 

月降水量の多い方から 神 門 210.0ｍｍ 12 月 185ｍｍ 2002 年 12 月 1979 年 

月降水量の多い方から 西米良 211.5ｍｍ 12 月 173ｍｍ 2004 年 12 月 1979 年 

月降水量の多い方から 高 鍋 256.0ｍｍ 12 月 189ｍｍ 2006 年 12 月 1976 年 

月降水量の多い方から 加久藤 261.0ｍｍ 12 月 175ｍｍ 2002 年 12 月 1976 年 

月降水量の多い方から 西 都 197.5ｍｍ 12 月 189ｍｍ 2002 年 12 月 1976 年 

月降水量の多い方から えびの 393.0ｍｍ 12 月 237.0ｍｍ 2010 年 12 月 1976 年 

月降水量の多い方から 小 林 269.5ｍｍ 12 月 217ｍｍ 2002 年 12 月 2000 年 

月降水量の多い方から 野 尻 226.5ｍｍ 12 月 141.0ｍｍ 2012 年 12 月 1977 年 

月降水量の多い方から 青 島 293.5ｍｍ 12 月 258ｍｍ 2002 年 12 月 1976 年 

月降水量の多い方から 赤 江 229.5ｍｍ 12 月 185ｍｍ 2006 年 12 月 2003 年 

月降水量の多い方から 深 瀬 273.5ｍｍ 12 月 251ｍｍ 2002 年 12 月 1977 年 

月気平均気温の高い方から 高千穂 7.2℃ 12 月  7.0℃ 2004 年 12 月 1977 年 

月気平均気温の高い方から 鞍 岡  5.7℃ 12 月  5.6℃ 2004 年 12 月 1979 年 

月気平均気温の高い方から 西米良  8.5℃ 12 月  8.0℃ 2004 年 12 月 1979 年 

月気平均気温の高い方から 高 鍋 11.6℃ 12 月 11.4℃ 1994 年 12 月 1976 年 

月気平均気温の高い方から 加久藤  8.8℃ 12 月  8.5℃ 2004 年 12 月 1977 年 

月気平均気温の高い方から 青 島 12.2℃ 12 月 12.0℃ 2004 年 12 月 1977 年 

月気平均気温の高い方から 赤 江  11.7℃ 12 月  11.6℃ 2004 年 12 月 2003 年 

月気平均気温の高い方から 串 間  11.6℃ 12 月 11.3℃ 2004 年 12 月 1977 年 

日最大風向・風速 赤 江 南南東 17.9m/s 12 月 10 日 西北西 17.8 m/s 2010 年 12 月 3 日 2003 年 

日最大瞬間風向・風速 都 城 南  24.2m/s 12 月 10 日 西南西 22.4 m/s 1958 年 12 月 26 日 1951 年 

注）極値（第 1位）更新は、統計開始から 10 年以上のデータが蓄積された要素を対象とする。 
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２０１５年（平成２７年）１２月 気象分布図 
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２０１５年（平成２７年）１２月 気象分布図（平年差、平年比）  
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農事概況

普通作物

１ 大 豆

一部の播種が遅れたところがあったが、収穫は１２月中旬でほぼ終了した。

収量は倒伏や播種遅れのところもあったため、全体的には平年より低い。粒

の大きさは一部を除き全体的にはやや小さい。紫斑粒は比較的少ない。

２ そ ば

収穫は上旬でほぼ終え、収量は倒伏も少なく平年よりやや高かった。品質

検査も現在まで１等と良好である。

３ ム ギ

適期播種のところでは、４葉期から５葉期と順調だが、一部には１０日頃

の多雨の影響で、発芽不良や生育不良があり、再播種ししたところもあった。

野 菜

１ 果菜類

１２月上旬は曇雨天、中旬以降は日照時間、気温ともに平年と平年並みで

推移し、生育はおおむね順調であったが、前月までの高温多日照の影響で、

収穫の谷が来ており、果菜類全般で収量が減少ぎみとなった。

ハウスきゅうりは、つる下げ栽培において力枝の収穫が始まり、生育は順

調であった。収量は前年と比較して減少傾向となった。今後天候回復による

増収が予想される。病害虫については、暖冬の影響でべと病・褐斑病、うど

んこ病、菌核病に加え軟腐病の発生が見られ、通常発生がないＭＹＳＶの発

生が一部で見られた。

促成ピーマンは、根張りが悪く側枝の動きがやや鈍く、草勢が低下してい

る。収穫量は減少傾向となっている。病害虫では、うどんこ病の発生が多く、

青枯病・軟腐病が一部で見られ、黒枯病・斑点病が散見された。一部でヨト

ウムシ、アブラムシ類の発生もみられる。

大玉トマト、ミニトマトともに気温の低下から着色がやや遅れている。一

部で着果負担による草勢低下も見られていたが、収穫のピークを過ぎ草勢は

回復傾向となっている。病害虫では、すすかび病、疫病、軟腐病の発生が多
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いが、害虫の発生は少ない。

いちごは、頂花房と第一次腋花房の収穫期から第２次腋花房の開花期とな

っているが、高温の影響により収穫のサイクルが２週間程度前倒しとなって

いる。病害虫では、ハダニの発生が多く、一部で萎黄病、うどんこ病の発生

が見られる。

２ 露地野菜

ほうれんそうは順次収穫が進んでいる。気温が一気に下がったことと霜に

より葉の一部が黄・白化したものが見られる。

にんじんは生育は順調で中旬より収穫が始まった。

沿海地域の秋まき水田ごぼうは生育は順調で出荷が続いている。内陸地域

でのトンネル、不織布被覆栽培分は播種が続いているが、１２月１０日の大

雨によりトレンチャ耕部が沈降し、再播種が必要となるほ場が出た。

だいこんは例年より生育が早く、肥大が進み過ぎたものがある。また、高

温や降雨により千切り・干し作業遅れや品質不良が発生している。

促成栽培のニラは生育は順調で出荷が続いている。赤さび病、白斑葉枯病、

ネダニ被害が見られる。

葉付きの早出したまねぎは例年よりもやや生育が早い。アザミウマ、べと

病、ボトリチス葉枯症の発生が見られる。

かんしょは、トンネル栽培のほ場準備や育苗が始まっている。

スイートコーンはハウス・トンネル栽培のほ場準備や播種が始まっている。

果 樹

１．常緑果樹

露地の普通温州みかんは収穫終期で、今年は裏年に当たり、収量は昨年よ

りやや少なかった。腐敗果の発生が多かった。糖度は、平年並みからやや高

く、クエン酸はやや低く、平年に比べ浮皮発生が多かった。カラスの被害が

見られたが、ヒヨドリ等の被害は少なかった。施設栽培は出蕾期から生理落

果期で、１１月上旬に加温開始した園地では、１２月末時点で一次生理落果

期で、他の園地では、１２月上～中旬に加温を開始した。着花量は、平年並

で、生育状況は平年より４～５日程度遅れた。

完熟きんかんは果実肥大期から着色期で、着果量は平年よりも少なく、果

実肥大は高温の影響で回復し、平年並みに近づいた。糖度は平年並みからや

や高く、クエン酸含量はやや低かった。気温が高く、果皮の着色がやや遅れ

た。早期出荷のきんかんは収穫期で、出荷の早進化により現在の結果量はか
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なり少なかった。うるみ果、おせ果等の発生は少なかった。

日向夏の露地栽培は、果実肥大期から着色期で、着果量は平年よりやや少

なく、果実肥大は平年並みであった。果実糖度は平年よりやや高く、クエン

酸含量は平年よりやや低かった。施設栽培は成熟期で、着果量は園地による

ばらつきはあるが、平年並みであった。糖度は平年よりやや高く、減酸も良

好であるが、着色がやや遅れた。

ゆずは黄ユズの収穫終期で、平年並みの下旬に収穫が終了した。出荷量は

平年より少なかった。高温と降雨により腐敗果が多く発生した。

へべすの露地栽培は、休眠期であった。施設栽培は、花芽分化期であった。

マンゴーの早期出荷の作型は、出蕾期から果実肥大期で、県南や沿海地域

で、出蕾のばらつきが多く見られ、加温開始が早まった園と遅れた園とに分

かれた。中山間や県北では、９月～１０月の日照条件と低温により、花芽分

化が誘導され、開花が１週間から１ヶ月早まった。

後期出荷の作型は、花芽分化期から出蕾期で、生育は平年並みであった。

２．落葉果樹

なし、かき、くり、ブドウは休眠期で落葉が平年よりも遅かった。

花 き

秋ギク「神馬」の年末向けの出荷は上旬から始まり、中旬がピークであっ

た。生育中の天候不順の影響から、低温開花性の品種についてはボリューム

不足が顕著であった。また全体的に生育の前進化が見られる産地もあった。

１月出荷作型、２～３月出荷作型の生育については白さび病の発生が一部見

られるが、おおむね順調である。

スイートピーは１１月に引き続き、１２月の高温の影響により落蕾や成長

点付近の焼けが発生し、その後の着蕾が安定せず、出荷量が増えない状況が

続いた。

デルフィニウムは沿海地域で２番花が１２月上旬から抽だいを終え、早い

作型では発蕾が見られる。また、うどんこ病の発生が見られる。植え替えの

作型については１２月上中旬に収穫ピークとなり、収穫後に次作の定植が行

われた。

トルコギキョウは８月下旬から９月上旬に定植されたほ場の出荷が１２月

下旬に出荷ピークであった。日照不足や高夜温の影響で、一部品種でブラス

チングや花首折れの発生がみられ下位等級品が多い。９月中旬以降定植分の

早生系品種は発蕾期となっている。

ラナンキュラスは１２月中旬からゆるやか出荷ピークとなった。１１月の
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高温の影響により、花茎が細く、花のボリュームに欠けるものが多く、優品

主体の出荷となっている。

現在、抽だいしている２番花については、茎も太くなり、高温による影響

は見られない。

特用作物

茶は、生育停止期。

１１月より暖冬で平均気温が高く推移し、耐寒性が十分備わっていないこ

とから一時的低温に遭遇した際、中切園等一部の越冬芽に寒害の発生が確認

されている。

特に、早生品種では再萌芽している園も散見され、低温による被害が発生

している。

病害虫では、全体的にカンザワハダニの越冬密度がやや高く、暖冬のため

沿海地域の茶園ではチャノミドリヒメヨコバイの活動も散見されている。西

臼杵や東臼杵地域では、カンザワハダニに加えチャトゲコナジラミを対象と

したマシン油散布が実施されている。

また、一部地域では摘採面での着蕾や着花の発生が多く見られている。

畜 産

１ 家畜

生産の状況は、ブロイラーの処理羽数は前月比は１１３．６％と年末の需

要増を見込んで増加し、対前年比では１００．５％と前年並みであった。価

格は、暖冬の影響による鍋物需要の落ち込みによる需給バランスの乱れもあ

り、モモ肉は前月比１０２．９％と若干上昇したものの、ムネ肉では

９３．４％と価格が大きく下落した。肉豚については、処理頭数は前月比

１１１．５％と増加したものの、前年比では９５．７％と若干減少した。価

格は対前月比が１１１．５％と年末需要増による価格の回復が見られたが、

対前年比では８４％と、これまでの高値相場から通常の相場に落ち着いた。

乳量は６，９８０ｔで、先月比が１０５．８％と生産量の回復がみられ、前

年比では９８．２％とほぼ前年並みであった。乳質については、気温が安定

したことで、前月より改善され安定した乳質であった。
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２ 飼料作物

イタリアンライグラスの生育は順調である。例年より気温が高く、沿岸部

を中心に雑草が多く残り問題になっており、掃除刈りを実施したほ場もある。

晩夏播きしたほ場では、１番草の収穫が始まっている。

エンバクは例年より気温も高く、また適度な降水もあることから生育は順

調で、極早生や早生品種で乳熟期～糊熟期で収穫が行われている。収量は例

年よりやや多い見込みである。
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平成2７年１２月 雨　量　月　報

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 合計 最大

ダム地点 0 36 1 0 0 0 0 0 0 119 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 180 17 6 /31

大崩 0 35 0 0 0 0 0 0 0 119 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 176 18 5 /31

0 37 1 0 0 1 0 0 0 176 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 235 34 7 /31

ダム地点 0 37 0 0 0 7 1 0 0 161 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 22 0 0 0 0 0 0 0 0 232 27 8 /31

上古園 0 35 0 0 0 8 0 0 0 150 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0 23 0 0 0 0 0 0 0 0 221 24 7 /31

ダム地点 0 42 0 0 0 11 0 0 0 202 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 29 0 0 0 0 0 0 0 0 287 35 6 /31

吾味 0 33 0 0 0 8 0 0 0 154 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 221 28 7 /31

0 36 0 0 0 17 0 0 0 136 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 212 35 5 /31

ダム地点 0 49 1 0 0 20 0 0 0 151 4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 257 41 8 /31

河の口 0 42 1 1 0 19 0 0 0 175 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 34 0 0 0 0 0 0 0 0 277 38 9 /31

0 27 0 0 0 26 0 0 0 108 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 183 22 6 /31

ダム地点 0 34 0 1 0 21 0 0 0 155 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 4 0 40 1 0 0 0 0 0 0 0 260 39 10 /31

槻木 0 32 2 0 0 13 0 0 0 118 4 0 0 1 3 0 0 0 0 0 2 0 37 1 0 0 0 0 0 0 0 213 23 10 /31

0 33 2 0 0 19 0 0 0 148 2 0 0 1 2 0 0 0 0 0 3 0 49 0 0 0 0 0 0 0 0 259 37 9 /31

ダム地点 0 31 1 0 0 23 0 0 0 161 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 262 44 9 /31

須木 0 28 0 0 0 20 0 0 0 144 2 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3 0 41 0 0 0 0 0 0 0 0 241 39 7 /31

堂屋敷 0 20 2 1 0 11 0 0 0 68 2 0 0 0 3 0 0 0 0 0 2 0 47 0 0 0 0 0 0 0 0 156 12 9 /31

ダム地点 0 27 1 0 0 24 0 0 0 131 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0 215 44 8 /31

木浦木 0 30 2 2 0 18 0 0 0 126 2 0 0 1 4 0 0 0 0 0 2 0 56 0 0 0 0 0 0 0 0 243 27 10 /31

猫坂 0 28 0 0 0 21 0 0 0 149 2 0 0 1 2 0 0 0 0 0 4 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 247 39 13 /31

巣ノ浦 0 35 1 4 0 22 0 0 0 174 5 0 0 2 4 0 0 0 0 0 9 0 58 1 0 0 0 0 0 0 1 316 37 12 /31

阿母ヶ平 0 32 0 0 0 24 0 0 0 169 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 34 0 0 0 0 0 0 0 0 263 47 7 /31

0 1 0 0 0 34 0 0 0 203 4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 27 1 0 0 0 0 0 0 0 271 28 7 /31

ダム地点 0 57 0 0 1 31 0 0 0 151 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 24 0 0 0 0 0 0 0 0 269 21 3 /31

白木俣 0 46 0 0 0 33 0 0 0 163 5 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 28 0 0 0 0 0 0 0 0 277 23 3 /31

日南
ダム

立花
ダム

綾北
ダム

観測所

瓜田ダム

田代八重ダム

広渡ダム

綾南
ダム

岩瀬
ダム

降水日数

長谷ダム

沖田ダム

祝子
ダム

渡川
ダム

松尾
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